






 

 車椅子を移動動作の手段としている筋ジストロフィー症患者(以下車椅子患

者という)の ADL 自立の最も困難な動作は、(1)入浴の自立、(2)トイレの自立の

二つである。 

 車椅子患者で、トイレ自立不可のもの 6名を選び、その原因を調べてみると、

使器と車椅子の移乗にのみ問題があるものが、全車椅子患者中 4名いた。当院

の洋式便器(写真 1)の床高約 37cm、車椅子の平均床高約 42cm、その差は約 5cm

で車椅子から便器への移乗は問題ないが、逆に便器から車椅子への移乗が困難

となっている。そこで、便器を車椅子と同じ高さにする補高便座を試作し、使

用した。 


